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研究成果の概要（和文）： 

高齢者の生活の自立と労働をめぐる問題をコミュニティにおける生活の自立システムを構築

するという観点から研究を行い、次のような成果が得られた。コミュニティにおける生活のサ

ステナビリティの構築には、①多様な人と連帯できる労働の場の確保をめざした地域の自立が

重要である。②持続的再生産可能な地域資源作りとそれを活かしたコミュニティの再生が重要

である。③福山市ではその一つとして市街地農業の活性化が重要な役割を担っていると考えら

れる。 

 
研究成果の概要（英文）： 
 The resulting point acquired in this research is the following: it is very important to build 

self-supporting system for everyday work and life of the aged people in the neighborhood 

community, that is, ‘self-sustainability’ and ‘communality’ of the people living there. We 

research and discuss a case of the Fukuyama City suburbs, where the population is 

decreasing and the aged people are rapidly increasing.  Key word for regeneration of aging 

community is the ‘work’ of aged people who have retired from their business, as human 

resources to reconstruct the neighborhood community. We can see many experiments for 

reconstruction of community in Japan and UK. We analyzed them and find some kinds of 

patterns to reconstruct the aging neighborhood community. 
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１．研究開始当初の背景 

（1）社会的背景 

 これまで、高齢者の生活のサステナビリテ
ィをめぐる研究は、「家族」の中で行われる
ものという前提でなされてきた。しかし「家

族」機能が大きく変化した今日、高齢者の生
活のサステナビリティはコミュニティで維
持することが必要になってきている。 
（2）これまでの研究成果をふまえた背景 
 福山市立女子短期大学を中心とした科学研
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究費による三つの共同研究によりえられた
知見をふまえて研究を進めようとするもの
である。 
①「プロダクティヴ・エイジングの思想史的
研究」（2003，2004 年度、研究代表者・安川
悦子）により得られた知見は、高齢者の健康
と自立には、多様な形態の労働がかかわって
おり、「生涯現役」の理念がエイジング問題
についてもっとも基本であることであった。 
②「高齢者の生活のサステナビリティに関す
る総合的な研究」（2004，2005年度、研究代
表者・加納三千子）で得られた知見は、福山
市の団地や過疎地の高齢者の生活の実態調
査から、これまで家族の中で行われてきた高
齢者の自立した生活に必要な家事労働、とり
わけ「食」と「ケア」が、コミュニティ・レ
ベルで協働することが必要になっているこ
とであった。 
③「高齢者の自立と支えあいに関する総合的
な研究」（2006，2007 年度、研究代表者・加
納三千子）で得られた知見は、日本とイギリ
スやアメリカのコミュニティで行われてい
る生活の支えあいの具体的な実践例を調査
し、超高齢化社会を迎えたコミュニティでの
生活のサステナビリティを構築することが
自立した高齢者の生活の重要な要件である
ということであった。 
 

２．研究の目的 

超高齢化時代において、高齢者の自立した
生活をコミュニティにおいてどのように支
えていくのか、つまりコミュニティにおける
高齢者の生活のサステナビリティのあり方
をめぐる実証研究である。 
 福山市立女子短期大学を中心とした科学
研究費による共同研究より得られた知見を
踏まえて、本研究では、高齢者の自立した生
活を支えるためのコミュニティのサステナ
ビリティを構築するにあたって必要な要件
はどのようなものか、またそうした要件を備
えたコミュニティをどのように再構築して
いくのかという問題について、理論的・実証
的に研究することを目的としている。 
 

３．研究の方法 

 高齢者の生活の自立と労働をめぐる問題
をコミュニティにおける生活の自立システ
ムを構築するという観点から、１．理論的研
究を整理総合し、２．国の内外でのさまざま
な実践例を調査し、３．コミュニティにおい
て高齢者の生活の自立システムをつくりだ
す理論的実践的指針を研究する。 

そのために以下のような計画・分担で研究を
行う。 

（1）文献調査及び文献目録の作成 

①日本や欧米のエイジングおよび家事労働
の社会化をめぐる文献 

②協働の社会システムをめぐる思想や理論
の文献 

③身体表現および「労働の喜び」に関する理
論や実践に関する文献 

④コンパクト・シティおよびクリエイティ
ヴ・シティに関わる文献 

（2）コミュニティにおける生活のサステナ
ビリティにかかわる国内を中心とした実
践例の調査 

①「食」を中心にした協働の実践例の調査 

 ・広島県東広島市「ひだまりの家」 

 ・東京都立川市「高齢社会の食と職を考え
るチャンプルーの会」など 

②「ケア(生き甲斐としての労働)」をめぐる
協働の実践例の調査 

 ・東京葛飾区「アモール東和」など 

③身体表現を中心にして高齢者のクリエイ
ティヴィティをはかる実践例の調査 

 ・島根県松江市「劇団あしぶえ」 
④農業を軸にした地域の自立を考える取り
組みの調査 

 ・東京都練馬区 体験農園「大泉 風のが
っこう」 

 ・兵庫県豊岡市「コウノトリと共にすめる
まちづくり 」 

・広島県東広島市「農事組合法人 ファー
ム・おだ」など 

（3）ヨーロッパにおけるコミュニティのサ
ステナビリティを作り出す実践例の調査 

・アカウント 3 

 ・シェア・コミュニティ 
 ・カムデン・ソサエティ  など 
（4）コミュニティのサステナビリティにつ
いての実践を整理するために、国内の多様
な専門家にヒアリングと議論を行う 

 ①財政学などの専門家 
 ・森靖雄・愛知東邦大学地域創造研究所顧

問 
 ・植田和弘・京都大学大学院経済学研究科

教授 
 ・金子勝・慶應義塾大学経済学部教授 
 ・内橋克人・経済評論家 
                など 

②協働のまちづくり等にかかわる自治体
職員 

・広島県福山市協働のまちづくり課 
・愛媛県今治市地産地消課 
・兵庫県豊岡市コウノトリ共生課  など 
 

４．研究成果 
高齢者の生活の自立と労働をめぐる問題

をコミュニティにおける生活の自立システ
ムを構築するという観点から、①理論的研究
を整理総合し、②国の内外でのさまざまな実
践例を調査し、③コミュニティにおいて高齢
者の生活の自立システムをつくりだす理論
的実践的指針を研究し、以下のような成果が



 

 

得られた。 
（１）国内外の支え合いと自立をめざした多
様な取り組みには、日々の暮らしを支えるも
のから、地域に棲む生き物も含めた共生き可
能な地域作りをめざしたものまでがみられ
た。 
これらから、コミュニティにおける生活の

サステナビリティの構築には地域の自立が
重要であり、多様な人と連帯できる労働の場
の確保をめざすことが重要であることが明
らかになった。 
（２）またこれらの取り組み例は、持続的再
生産可能な地域資源作りとそれを活かした
コミュニティの再生を進めることでコミュ
ニティにおける生活のサステナビリティを
めざしていた。 
福山市ではその一つとして市街地農業の

活性化が重要な役割を担っていると考えら
れる。 
（3）こうした取り組みを可能にする背景と
して、一つは、国の施策が市街化区域内農地
を消滅させる方向（1968・都市計画法）から
食料の生産の他にも様々な効用があること
を認め（1999・食料・農業・農村基本法）、
まちづくりに活かす方向で捉えられるよう
になってきた（2006・住生活基本法、2009・
国土交通省「都市政策の基本的な課題と方向
検討小委員会報告」など）ことがある。 

今一つは国内外で農を軸とした町づくり
の取り組みが行われるようになってきてい
ることがある。例えばアメリカのニューヨー
クやサンフランシスコを中心に、市民が進め
る緑のまちづくりすなわちコミュニティガ
ーデンの取り組みが行われている。 
 日本においても休耕田を活用したり都市
における農の役割を見直したコミュニティ
菜園や体験農園の取り組みが進められてい
る状況がある。 
（4）以上のような点をふまえ、高齢者の持
つ農業知識や技術を活かし、コミュニティ再
生を視野に入れた体験農園型市民農園(コミ
ュニティ・ガーデン)の振興は、福山市のコ
ミュニティにおける高齢者の生活の自立シ
ステムの一つになると考えた。 
（5）本研究の成果の特徴は、農を軸とした
コミュニティ再生の取り組みを、高齢者の自
立した生活とのかかわりでとらえようとし
たところにある。 
（6）今後は、①これまで進めてきた国内外
の自立と支え合いの取り組み例を再度整理
し直したい。②コミュニティにおける高齢者
の生活のサステナビリティをめざして、コミ
ュニティ・ガーデン実施の課題を明らかにし、
その取り組みを具体的に進めていきたい。 
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